
訪

問

会

開

催

　
六
月
十
三
日
、
昨
日
ま
で
の
梅
雨
空
と

は
う
っ
て
変
わ
り
青
空
が
広
が
っ
た
こ
の

日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
設
当
時
か
ら
毎
年

行
な
っ
て
い
る
病
院
訪
問
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
バ
ス
に
乗
り
込
む
こ
と
一
時
間
半
。
ほ

ど
な
く
し
て
豊
田
市
足
助
町
に
着
く
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
ま
ず
足
助
病

院
周
辺
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

な
い
ま
し
た
。
楓
の
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
木

漏
れ
日
の
中
を
歩
き
、
巴
川
の
水
に
触
れ
、

足
助
と
い
う
地
域
を
肌
で
感
じ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
足
助
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
実
際
に
病
室
を
訪
れ
、
病
院

生
活
や
患
者
さ
ん
ご
自
身
の
お
話
を
伺
う

な
ど
、
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。最
初
は
緊
張
気
味

だ
っ
た
患
者
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
も
、
地
域

の
こ
と
や
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
の
こ
と
、

四
季
や
趣
味
の
話
に
な
る
と
次
第
に
う
ち

と
け
、
病
室
を
な
ご
や
か
な
空
気
が
包
ん

で
ゆ
き
ま
し
た
。

　
今
回
メ
ン
バ
ー
が
経
験
し
た
患
者
さ
ん

と
の
連
帯
感
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
作

品
や
企
画
を
生
む
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
病
院
で
展
示
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
作
品
も
こ
う
い
っ
た
体
験
を
基

に
か
た
ち
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

（
文
・
竹
中
／
張
）

▲病院訪問会で患者さんとお話しをするメンバー。

やさしい美術プロジェクトは病院と協働で「やすらぎのある快適な医療空間」を模索し創出する、学生主体の活動です。

やさしい美術プロジェクト情報誌やさしい美術プロジェクト情報誌

P
2

P
5

P
3

「こんにちは、
やさしい美術プロジェクトです。」

病院訪問会を終えて
プロジェクトメンバーたちが
受け止めたもの

A棟2階屋外運動場に
咲く朝顔の花

院内散歩
～手のひらに土、

こころに朝顔の花～

まっすぐ届く、柔らかな光
インタビュー：竹中 仁美（情報D・２年）
作品「薫るhikari」の設置にあたって…

こころの窓を共有する
インタビュー：門川 諒子（視覚伝達D・２年）
作品「光を感じる風景」の展示にあたって…

特集 特集
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こ

こ

ろ

の

窓

を

共

有

す

る

〜
門
川 

諒
子
「
光
を
感
じ
る
風
景
」
作
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
、
大
き
な
サ
イ
ズ
の
絵

を
描
こ
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

昨
年
、
病
院
訪
問
会
に
参
加
し
た
時
、
病
院

に
入
っ
て
す
ぐ
見
え
る
、
階
段
横
の
大
き
な

壁
面
に
何
も
飾
ら
れ
て
い
な
い
の
を
見
て

「
こ
こ
に
絵
を
掛
け
た
い
」
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
大
き
な
サ
イ
ズ
の
絵

を
描
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
描
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
風
景
は
ど
こ
の
風
景
で
す
か
？
ま
た
、

こ
の
風
景
を
選
ん
だ
理
由
は
？

こ
の
絵
の
風
景
は
、
私
が
体
力
作
り
の
た
め

に
時
々
走
る
近
所
の
広
い
公
園
で
す
。
走
っ

て
い
て
つ
ら
い
時
、
風
が
サ
サ
ッ
と
吹
い
て

き
て
、
ふ
と
周
り
の
風
景
を
見
る
と
元
気
が

出
ま
す
。
そ
れ
で
、
患
者
さ
ん
も
こ
う
い
う

景
色
を
見
た
ら
元
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
選
び
ま
し
た
。

工
夫
し
た
点
を
教
え
て
下
さ
い
。

木
や
草
の
色
に
緑
だ
け
を
使
う
の
で
は
な
く
、

部
分
部
分
に
赤
な
ど
を
入
れ
て
馴
染
む
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
も
細

か
く
描
い
て
、
絵
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
表
現
す
る
こ
と
、
写
真
よ
り
も
リ
ア
ル

に
描
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
普
通
に

描
い
た
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
、

所
々
に
笑
顔
マ
ー
ク
を
潜
ま
せ
ま
し
た
。

探
し
て
み
て
下
さ
い
。

患
者
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
？

窓
か
ら
景
色
を
見
る
よ
う
に
、
さ
わ
や
か

な
風
を
感
じ
て
、
ほ
っ
と
し
た
り
元
気
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

今
後
の
展
開
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
で
す
が
、
患
者
さ

ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
一
緒
に
絵
を
描
い

て
み
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
今
回
の
作
品

を
き
っ
か
け
に
、
様
々
な
木
を
色
々
な
サ

イ
ズ
で
描
い
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
・
張 

祐
寿
）

ま
っ
す
ぐ
届
く
、
柔
ら
か
な
光

〜
竹
中 

仁
美
「
薫
る
h
i
k
a
r
i
」
作
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

階
段
に
設
置
す
る
照
明
作
品
を
作
ろ
う
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
？

A
棟
の
売
店
近
く
に
あ
る
階
段
の
雰
囲
気

を
、
作
品
を
設
置
す
る
こ
と
で
明
る
く
で
き

れ
ば
と
考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
去
の
作

品
資
料
を
参
考
に
制
作
し
ま
し
た
。

制
作
や
設
置
す
る
際
に
工
夫
し
た
点
は
？

発
火
や
漏
電
な
ど
安
全
面
の
不
安
が
あ
っ
た

た
め
、素
材
の
組
み
合
わ
せ
や
電
球
の
種
類
、

点
灯
時
間
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。ま
た
、

病
院
で
実
際
に
作
品
の
配
置
を
決
め
る
時
、

頭
で
考
え
る
こ
と
よ
り
も
手
を
動
か
し
て
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

灯
り
を
包
む
形
の
モ
チ
ー
フ
に
竹
を
選
ん
だ

理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

は
じ
め
は
モ
チ
ー
フ
に
「
松
竹
梅
」
を
考
え

て
い
た
の
で
す
が
、
竹
は
「
上
に
上
に
伸
び

て
い
く
」「
節
目
を
大
事
に
す
る
」
と
い
う

前
向
き
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
ら
し

さ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
こ
の
形
に
決

め
ま
し
た
。
ま
た
、
形
状
的
に
熱
が
発
散
し

や
す
い
理
由
も
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
は
ど
の
よ
う
に
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
？

患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
階
段
の
上
り
下
り
が

「
つ
ら
い
」
と
感
じ
る
方
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
ふ
っ
と
一
息
つ
い
た
時
に
、
柔
ら
か
な

光
を
感
じ
て
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
和
ら
げ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
メ
ン
バ
ー
の
作
品
を
参
考
に
し
た

り
、
病
院
の
職
員
さ
ん
と
何
度
も
話
し
合
う

な
ど
、
外
に
向
か
っ
て
自
分
を
ひ
ろ
げ
る
こ

と
で
作
品
を
よ
り
良
い
も
の
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

患
者
さ
ん
と
の
関
係
を
深
め
た
作
品
制
作
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

         

　
　
　
　
　
　
　（
編
集
・
張 

祐
寿
）

▲設置場所をよく調べながら、
　空間に合わせた作品を作り
　あげていく作者。

▲和紙でできた、しなやかな竹
の灯りが階段を包む。芯の通
った、開放感のある空間にな
った。

▲正確な下書きをするために写
　真を投映機で紙に投影し、そ
　の輪郭を描いていった。

▲壁に突然、窓ができたよう。
　（左、作者）

▲いっぱいの光を感じて、吸い
　込まれそうな作品。
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「
こ
ん
に
ち
は
、

や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。」

〜
病
院
訪
問
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
年
間
行
事
の
一
つ
で
あ
る
病
院
訪
問
会
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の
病
室
を
訪
れ
「
病
院
」
と
は
ど
う
い
う

場
で
あ
る
の
か
、
病
院
に
お
い
て
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
を
考
え
、
活
動

へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

も
貴
重
な
体
験
で
す
。

今
回
の
訪
問
会
を
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
す
。（
編
集
・
竹
中 

仁
美
）

ある患者さんは、環境や病
院職員の人の良さから足助
病院に入院されたそうです。
足助病院は患者さんにはも
ちろん、訪問する私たちに
対しても心づかいをして下
さる、あたたかい病院だと
改めて感じました。

竹内 さとみ
（交流造形・3年）

ある患者さんからは病院に
設置する作品についての考
えを伺うことができました。
また足助が地元だという患
者さんからは、足助の変遷
についてのお話を伺えて、
とても良い経験でした。

古川 陽介
（日本画・1年）

患者さんのお話を伺ってい
ると自然に私の祖母の姿と
重なり、祖母と話をしてい
るような気がしました。 緊
張して聞けないこともあり
ましたが、貴重な経験でし
た。

小平 真理子
（洋画・3年）

ある患者さんから、病院に展
示してあるメンバーの作品を
毎回楽しみにしているという
話を聞きました。自分もそん
な作品を作ってみたいと思い
ました。

芳賀 紗織
（視覚伝達D・1年）

今回、患者さんが私たちにも
問い返して下さったことが嬉
しかったです。
好きな絵のモチーフを伺う
と、草木や川の流れが良いと
答えてくれました。やはり自
然は作品制作には欠かせない
ですね。

門川 諒子
（視覚伝達D・2年）

ある患者さんは、頭痛がする
中お話をして頂くも、時折見
せる笑顔がとても印象的でし
た。
お話を伺うことができたきっ
かけは学生と患者さんという
立場でしたが、会話中は個人
として向き合えたように感じ
ます。

竹中 仁美
（情報D・2年）

患者さんは「こんなことく
らいしか話せないけど…」
とお話しながらも、その表
情はどこか誇らしげに見え
ました。
患者さんがそんな気持ちに
なれるような作品があると
良いなと思います。

張 祐寿
（メディア造形・2年）

足助に住んでいる方に、地
元のことや趣味のお話を伺
えました。
昨年の訪問会では、無理に
美術のこととつなげてお話
をしようと考えていました
が、今年は良い交流ができ
たのではと思います。

山本 祐理子
(総合造形・2年 )

今回の訪問会で、学内で話
し合いをしているだけでは
見えてこない部分を見るこ
とができ、自分が活動を続
けていく自信になりまし
た。
改めてこのプロジェクト
は、誰のために何をすべき
なのか再認識させられまし
た。

川島 健嗣
（総合造形・3年）

今回の訪問会で、患者さん
は必ずしも美術に興味のあ
る方ばかりではないと実感
しました。
美術という枠にとらわれず、
心地良いと感じてもらう作
品制作をしたいです。

浅野 瑠璃子
（視覚伝達D・2年）

昨年の訪問会とは違うこと
をお話しようと悩みました
が、数人の患者さんから色々
お話を伺うことができまし
た。
ここで得たものを取り入れ
て、僕自身の作品制作に活
かしていこうと思います。

田中 佑平
（交流造形・3年）

患者さんのお話を伺い、作品
は患者さんの生活の範囲とな
る場所にないと目に触れられ
ないことを実感しました。も
っと患者さんに作品を楽しん
でもらえるようにしなけれ
ば。

田部 佑詞
（総合造形・3年）

今回の訪問会では、患者さん
に面と向かってお話すること
で、その場所や人の空気を感
じることができました。
この経験を今後の活動に活か
していきたいと思います。

天野 入華
（メディア造形・3年）



4

また　朝がきて
今日がよい日になるようにと思う

夜になって
明日がすてきな日になるようにと思う

そう思い　願うことが　
実はとてもしあわせなことなんだと
私は　ごく最近気がついたんだ

自作詩「ねがいごと」

また　朝がきて
今日がよい日になるようにと思う

夜になって
明日がすてきな日になるようにと思う

そう思い　願うことが　
実はとてもしあわせなことなんだと
私は　ごく最近気がついたんだ

自作詩「ねがいごと」

ひとこと
《作家からのコメント》
七夕のある七月は夜空や
星を見る機会が増えます。
「星に願いを」という有名な
歌がありますが、星にではな
くても「ねがいごと」するの
は素敵なことです。
何か小さなきれいな願い

ごとをいつも自分の中に持
ち続けたいと思うのです。

▲制作体験で集まった、個性豊かな絵はがきたち。

の
手
に
よ
っ
て
仕
分
け
さ
れ
、
そ
の
一
部

は
現
在
、
足
助
病
院
の
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

（
文
・
竹
中

仁
美
）

▲真剣な面持ちで、あるいは友達と談笑しなが
ら絵はがき制作に取り組む学生たち。なかに
は１人で何枚も描いてくれた学生もいた。　

　
ま
た
、
絵
は
が
き
フ
レ
ー
ム
付
き
マ
ル

チ
ボ
ッ
ク
ス
「
私
の
美
術
館
」
を
使
用
す

る
患
者
さ
ん
に
届
け
る
絵
は
が
き
を
、
来
場

者
が
い
つ
来
て
も
自
由
に
描
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
制
作
体
験
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。。

来
場
し
て
く
れ
た
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
約

百
枚
近
く
の
絵
は
が
き
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
記
録
展
で
は
、
学
生
を
は

じ
め
学
内
外
か
ら
約
二
百
人
が
来
場
。
こ

こ
で
集
め
ら
れ
た
絵
は
が
き
は
メ
ン
バ
ー

活
動
記
録
展

「
や
さ
し
い
美
術
の
す
べ
て
」

開
催

　
四
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
の
五
日
間
、

名
古
屋
造
形
大
学
内
に
あ
る
D
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
、
や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
記
録
展
「
や
さ
し
い
美
術
の
す
べ

て
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
展
覧
会
で
は
、

六
年
間
に
渡
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記

録
と
し
て
、
各
活

動
拠
点
と
な
っ
た

施
設
で
の
作
品
の

写
真
パ
ネ
ル
を
中

心
に
展
示
し
、
活

動
の
軌
跡
を
辿
る

展
示
と
な
り
ま

し
た
。 今

月
の

マ
ル
チ

B
O
X

　
　
〜
私
の
美
術
館
〜

５

八
ヶ
月
間
の
展
示
を
終
え
て

病
院
職
員
さ
ん
よ
り

毎
月
、
展
示
さ
れ
る
作
品
が
変
わ
る

度
に
な
ん
だ
ろ
う
？
と
い
う
驚
き
が

あ
り
ま
し
た
。
想
像
も
し
な
い
よ
う

な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
さ
す
が
美
術

大
学
の
人
だ
な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）

患
者
さ
ん
が
食
事
な
ど
で
病
室
の
外

に
出
る
時
に
一
緒
に
眺
め
た
り
、
職

員
の
み
ん
な
で
一
つ
一
つ
の
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
下
を
回
っ
て
見
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

企
画
者
よ
り

「
え
ん
が
わ
画
廊
」
は
二
〇
〇
八
年
四

月
を
も
っ
て
、
一
時
休
廊
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
「
今
月

の
え
ん
が
わ
画
廊
」
の
コ
ー
ナ
ー
も

今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
よ
り
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
か
た
ち
を
目
指
し
、「
え
ん
が

わ
画
廊
」
再
開
に
向
け
準
備
を
進
め

て
ゆ
き
ま
す
。
ま
た
皆
様
に
お
会
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
編
集
・
泉
麻
衣
子
）

「えんがわ訪問」
赤塚 ベッキヰ
3月 3日～ 4月 8日
実際に作者が病院を訪れ、
患者さんと交流する中で
「関係」を築き上げる作品

3 月
「Tiny Tiny Garden 

- 小さな小さな庭」-
荒木 由香里
1月 31 日～ 3月 3日
「動植物」という不思議なも
のたちが織りなす小さな庭

2 月
「オリジナル招き猫」
　　
12月 27 日～ 1月 31 日
足助の入院患者さんとやさ
しい美術メンバーが一緒に
制作した世界に一つだけの
招き猫たち

1 月
「こつつみ」 
柴田 さゆり
11月 29 日～12 月 27 日 
「何気ない身近にある物で
包む」をテーマにしたクリ
スマスプレゼントのラッピ
ング作品

12月

「Jelly」
細川 貴恵
10月 25 日～11 月 29 日
キャンディの包み紙や雑誌
の切り抜きから作られたカ
ラフルなアクセサリーのよ
うな作品 

11月
「ちいさな秋」
菅 りょうこ
9月 27 日～10 月 25 日
幼い姉妹の秋の一場面を描
いた、絵本のような絵画作
品

10月
「たねんそう-秋の17草」 
泉 麻衣子
8月 30 日～ 9月 27 日
足助地方に生息する秋の植
物を模した手作りの造花を、
展示台に植えるように設置
した作品

9 月
「いねころころ」
吉田 知古
7月 26 日～ 8月 30 日 
手のひらサイズの積み木の
表面に光溢れる水田の風景
写真がひろがる

8 月

えんがわ画廊に来たものたち

足
助
病
院
の
一
角
、
病
室
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
下
に
あ
る
小
さ
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
え
ん
が
わ
画
廊
」
。

〇
七
年
八
月
〜
〇
八
年
三
月
ま
で

の
間
、
毎
月
ご
と
に
小
さ
な
美
術

作
品
が
入
れ
替
わ
り
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
こ
れ
ま
で
「
え
ん
が
わ
」

に
訪
れ
た
、
八
つ
の
展
示
を
振
り

返
り
ま
す
。

え
ん
が
わ
画
廊

今
月
の

メ
モ
リ
ア
ル
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！な
ん
の
変
哲
も
な
い
電
柱
と
電
線
と
空
。

あ
な
た
は
じ
っ
く
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
　

た
だ
眺
め
る
だ
け
で
は
楽
し
く
な
い
。忙
し

く
て
そ
ん
な
暇
な
い
よ
！
と
思
っ
た
人
で

も
一
度
見
て
下
さ
い
。

細
い
電
線
は
、
風
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
も
電
柱

同
士
を
つ
な
ぐ
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
様
子
を
見
て
い
る
と
、
な
に
か
に
見

え
て
き
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
風
に
見
慣
れ
す
ぎ
て
い
る
も
の
ほ

ど
、
改
め
て
良
く
見
て
み
る
と
新
し
い
価
値

や
輝
き
が
生
ま
れ
て
く
る
。

誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
あ
な
た
だ
け
の
価

値
を
見
つ
け
て
み
て
下
さ
い
。

                            (

文
・
久
保 

ま
り)

日
常
が

　
輝
き
だ
す
瞬
間

▲小さな仏様が点々と祀られて
いる、平勝寺奥の小道。

▲平勝寺の坂を上り初めに目に入る
　のが、御前立観音様の観音堂。

近日、平勝寺の本堂の聖観世音菩薩
様（国指定重要文化財）の御開帳法
要があります。
平成20年 9月13日（土）～15日（月）
豊田市綾渡町奥12
鳳凰山　平勝寺 (0565)-62-2241

▲本堂には御前立観音様が守りた
いと願った観世音菩薩様が祀ら
れている。

▲凛とした立ち姿で、今日も本尊の聖観世音菩薩様を守って
　おられる御前立観音様。素朴でやさしい印象を受ける。

▲昔、鐘を掛けていたとされ
　る平勝寺の杉。観音様に比
　べるとまだまだ若い。

▲昔、鐘を掛けていたとされ
　る平勝寺の杉。観音様に比

平
勝
寺
の
御
前
立
観
音
様

そ
の
昔
、
綾
渡
の
平
勝
寺
の
観
音
様
を

守
り
た
い
と
泣
い
た
観
音
様
が
日
下
部
に

お
っ
た
。

日
下
部
の
観
音
様
は
信
心
深
い
二
つ
の
村

の
村
人
の
夢
枕
に
立
ち
、
送
り
迎
え
を
頼

ん
だ
。

願
い
を
聞
い
た
二
人
の
村
人
は
あ
ら
不
思

議
、
双
方
の
村
に
向
か
う
道
の
真
ん
中
で

ば
っ
た
り
で
く
わ
し
た
そ
う
な
。

そ
れ
が
本
尊
の
観
音
様
を
守
る
平
勝

寺
の
御
前
立
観
音
様
で
あ
る
。

第
四
回

足
助
の
昔
話
（
後
編
）

み
ち
ゆ
く

ら

足
助
旅

り

ぶ

7

し
ょ

人
権
問
題
は
恋
愛
と
同
じ
、基
本
は
恕

幸
せ
な
世
界
の
３
原
則

そ
れ
は
﹁
人
権
、
倫
理
、
そ
し
て
自
律
﹂

院
長
の
一
句

院
長
の
一
句

院
内
散
歩

〜
手
の
ひ
ら
に
土
、
こ
こ
ろ
に
朝
顔
の
花
〜

  

こ
の
朝
顔

も
、
実
は
リ

ハ
ビ
リ
の
一
環
と

し
て
患
者
さ
ん
が
植
え

た
も
の
。
作
業
療
法
の
「
園

芸
」
な
の
だ
と
か
。「
足
助
病
院
の
患
者
さ

ん
は
農
家
の
方
が
多
く
、
園
芸
に
関
し
て

は
僕
ら
の
方
が
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
す
。」
と

リ
ハ
ビ
リ
の
三
橋
先
生
。
職
員
も
学
び
、

患
者
さ
ん
の
知
識
を
尊
重
す
る
こ
と
で
患

者
さ
ん
が
率
先
し
て
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
と
、
日
々
朝
顔
の
面
倒
も
欠

か
さ
な
い
様
子
。
一
日
一
升
ず
つ
伸
び
る

朝
顔
。
患
者
さ
ん
の
笑
顔
を
映
す
足
助
病

院
の
夏
の
清
涼
剤
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　(

文
・
赤
塚 

ベ
ッ
キ
ヰ)

  

A
棟
二
階
に
あ
る
運
動
訓
練
室
を
入
っ
た

奥
に
あ
る
野
外
運
動
場
。
歩
行
訓
練
の
た
め

の
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、
こ
の
時
期
は
素
敵
な

光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

そ
れ
は
、
ス
ロ
ー
プ
を
包
み
込
む
よ
う
に

き
れ
い
な
紫
色
の
姿
を
見
せ
る
朝
顔
の
ア
ー

チ
。
歩
行
訓
練
を
し
な
が
ら
朝
顔
の
鑑
賞
。

な
ん
と
も
粋
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▶満開の朝顔。「たんころりん」を両脇に配
　置し、納涼気分。

◀
こ
の
時
期
は
水
辺
の
広
場
が
大
人
気
。
子
ど
も

　
た
ち
が
無
邪
気
に
駆
け
回
る
。

  

青
々
と
し
た
木
々
か
ら
暑
い
光
が
差
し
込

む
夏
が
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
晴
れ
た
日
に

は
家
で
冷
房
の
風
に
吹
か
れ
る
よ
り
外
の
風

を
思
い
っ
き
り
感
じ
な
き
ゃ
不
健
康
！
今
回

は
北
村
先
生
推
薦
の
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
。
ま

ず
は
誌
面
散
歩
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

こ
の
公
園
は
二
○
○
五
年
に
開
催
さ
れ
た

愛
・
地
球
博
の
会
場
跡
地
を
整
備
し
て
造
ら

れ
ま
し
た
。

  

北
村
先
生
は
よ
く
ご
家
族
を
連
れ
て
訪
れ

る
の
だ
と
か
。
園
内
に
は
ス
ケ
ー
ト
場
や
遊

具
の
あ
る
広
場
も
あ
っ
て
、
休
日
に
は
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
緑
も
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
ま
さ
に
森
の
公
園
。「
子
ど

も
の
自
由
研
究
に
良
い
場
所
」
と
先
生
。

  

ち
な
み
に
帰
り
道
に
は
「
長
久
手
温
泉
ご

ざ
ら
っ
せ
」
で
疲
れ
を
癒
す
の
が
先
生
オ
ス

ス
メ
の
散
歩
コ
ー
ス
と
か
。
皆
さ
ん
も
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
文
・
赤
塚
ベ
ッ
キ
ヰ
）

病院職員の

オスス
メ！

yasabinoito

モリコロパーク
（長久手町）

推薦者：北村 英子さん（薬剤師）

第４回  公園



ベッキヰ。編集長の

「痛いけな私」

編
集
室
か
ら
…
…

　
こ
ん
に
ち
は
。「
ヤ
サ
ビ
の
イ
ト
」
を
創
刊
し
、

今
号
で
半
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
前
号
よ
り
新
聞
名
を
「
や
さ
び
の
い

と
」
か
ら
「
ヤ
サ
ビ
の
イ
ト
」
と
カ
タ
カ
ナ
表

記
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
生
主
体
で
発

行
し
て
い
る
こ
の
新
聞
を
、
よ
り
良
い
も
の
に

改
良
す
る
に
あ
た
り
、
視
覚
的
な
見
や
す
さ
と
、

「
糸
」
と
「
意
図
」
を
か
け
て
付
け
た
名
称
の

意
義
を
考
慮
し
て
の
変
更
で
し
た
。
改
め
て
、

刊
行
物
の
発
行
の
難
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
当
活
動
は
ま

す
ま
す
加
速
し
て
い
き

ま
す
。
と
も
に
編
集
部

も
活
動
に
し
っ
か
り
密

着
し
、
皆
様
に
お
伝
え

致
し
ま
す
。

（
文
・
竹
中 

仁
美
）

絵はがき見本

お
知
ら
せ

絵
は
が
き
募
集
!!

四
面 

連
載
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
絵

は
が
き
フ
レ
ー
ム
付
き
マ
ル
チ
ボ
ッ

ク
ス
「
私
の
美
術
館
」
に
飾
る
絵
は

が
き
を
募
集
し
て
い
ま
す
!!
　

参
加
希
望
の
方
は
左
記
連
絡
先
ま
で

作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
!!

作
品
の
搬
入
や
、
研
究
会
な
ど
の
最

新
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

【
募
集
要
項
】

は
が
き
サ
イ
ズ

縦
1
0
0
ミ
リ×

横
1
4
8
ミ
リ

＊
横
描
き
の
み
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

＊
絵
は
が
き
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

＊
患
者
さ
ん
に
届
け
る
た
め
選
定
す

　
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
絵
は
が
き
を
記
録
資
料
と
し
て
刊
行
物
・

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
!!

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

下
記
連
絡
先
に
あ
り
ま
す
。
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